説教要旨「イエスの洗礼」
聖書　ヨハネ１章２９－３４
（神の小羊）
1:29 その翌日、ヨハネは、自分の方へイエスが来られるのを見て言った。「見よ、世の罪を取り除く神の小羊だ。

1:30 『わたしの後から一人の人が来られる。その方はわたしにまさる。わたしよりも先におられたからである』とわたしが言ったのは、この方のことである。

1:31 わたしはこの方を知らなかった。しかし、この方がイスラエルに現れるために、わたしは、水で洗礼を授けに来た。」

1:32 そしてヨハネは証しした。「わたしは、“霊”が鳩のように天から降って、この方の上にとどまるのを見た。

1:33 わたしはこの方を知らなかった。しかし、水で洗礼を授けるためにわたしをお遣わしになった方が、『“霊”が降って、ある人にとどまるのを見たら、その人が、聖霊によって洗礼を授ける人である』とわたしに言われた。

1:34 わたしはそれを見た。だから、この方こそ神の子であると証ししたのである。」
　説教題は｢イエスの洗礼｣としました。しかし、今日読みましたヨハネ福音書１章２９－３５には、どこにもイエスが洗礼を受けたことは記されていません。ただ、３２節で洗礼者ヨハネが｢わたしは、“霊”が鳩のように天から降って、この方の上にとどまるのを見た。｣と語っていますが、ルカ福音書３：２１－２２で、イエスが洗礼者ヨハネから洗礼を受けたとき、｢天が開け、聖霊が鳩のように見える姿でイエスの上に降って来た。｣と記されていて、ヨハネ福音書の記事はイエスの洗礼のときの出来事であったことが分かります。
このように、マタイ・マルコ・ルカの３福音書（共観福音書といいます）のほかにヨハネ福音書が何故新約聖書に含まれるのか、という問いの答が見出されます。共観福音書とヨハネ福音書は相補っているということです。そのために、共観福音書とヨハネ福音書が並立しています。

　この１章２０－３５では、洗礼者ヨハネがイエスの証言者であったのですが、その証言が何であるかが明らかにされています。洗礼者ヨハネの証しはここでは三つあります。第一は、イエス・キリストが世の罪を取り除く神の小羊であるということ、第二に、イエス・キリストは聖霊による洗礼を授ける方であるということ、第三に、神の子であるということ、です。これを順次見ていきましょう。

　洗礼者ヨハネはイエス・キリストを見て、キリストこそ「神の小羊」だと語ったと記されます。神の小羊という表現は、実はここでしか出てきません。洗礼者ヨハネ独特の言い方であるということができます。しかし、旧約聖書に親しんでいる者にとってこの表現は決して馴染みのないものではありません。
旧約聖書には何度も小羊、もしくは羊が登場します。
1 レビ記における賠償の羊。レビ記５：１７－１９にはこのように記されています。「過ちを犯して禁じられている主の戒めを一つでも破った場合、それを知らなくても、責めを負い、罰を負う。彼は、相当額の無傷の雄羊を群れから取り、祭司のところに引いて行き、賠償の献げ物とする。祭司が彼のために、彼が過って犯した過失を贖う儀式を行うと、彼の罪は赦される。これが賠償の献げ物である。彼は主に対して賠償の責めを負っていたからである。」罪は必ず償いが求められます。
神はそのために羊を犠牲としてささげることを求められます。このような、罪の償いのために羊が屠られ、ささげられる記事はレビ記のあちこちに記されています。
2 出エジプト記１２章に｢過越｣が記されています。イスラエルはエジプトで奴隷状態にありましたが、神はご自身の民を解放するべく、モーセという指導者を立てられます。モーセを通して１０個の奇跡がエジプトの王ファラオの前で行われますが、心かたくななファラオは決して、イスラエルをエジプトから出国させようとはしませんでした。そのために神は、エジプト中に禍を下すことを決心されます。ただ、羊を屠って、その血を玄関に塗った家には、禍を下すみ使いは通り過ぎ、そうではないエジプト人の長子はことごとく打たれて死にます。このことを覚えてイスラエルは今日に至るまで、過越を祝います。つまり、羊を屠り、そのほかに、苦い菜っ葉、種入れぬパンなどの食卓を囲み、神が先祖になさった救いのわざを思い起こしたのです。過越の羊は災いを通り過ぎさせる神の救済を示します。
3 イザヤ５３章に記されている苦難の僕のことを、イザヤはこのように預言しています。イザヤ５３章７と１０節。
「苦役を課せられて、かがみ込み／彼は口を開かなかった。屠り場に引かれる小羊のように／毛を切る者の前に物を言わない羊のように／彼は口を開かなかった。」「 病に苦しむこの人を打ち砕こうと主は望まれ／彼は自らを償いの献げ物とした。彼は、子孫が末永く続くのを見る。主の望まれることは／彼の手によって成し遂げられる。」
預言者イザヤは、その民に代わって苦難を受ける僕のことを預言しました。この方こそ、イエス・キリストそのものです。ヨハネはイエス・キリストをイザヤの苦難の僕と同一視していたことを示すものと理解されます。
4 創世記２２章に記される出来事を思い起こさせます。神がアブラハムが高齢にもかかわらず与え　　　　　　られた一人子のイサクをモリヤの山で殺せと命じられます。アブラハムには全く理不尽な命令でありましたが、彼は従います。まさに子供に手をかけようとしたとき神は言われます。
22章１２―１３節、御使いは言った。「その子に手を下すな。何もしてはならない。あなたが神を畏れる者であることが、今、分かったからだ。あなたは、自分の独り子である息子すら、わたしにささげることを惜しまなかった。アブラハムは目を凝らして見回した。すると、後ろの木の茂みに一匹の雄羊が角をとられていた。アブラハムは行ってその雄羊を捕まえ、息子の代わりに焼き尽くす献げ物としてささげた。」
神はこの羊を身代わりとして与えられたのです。
5 エレミヤ１１：１９にはこのように記されています。「わたしは、飼いならされた小羊が／屠り場に引かれて行くように、何も知らなかった。彼らはわたしに対して悪だくみをしていた。「木をその実の盛りに滅ぼし／生ける者の地から絶とう。彼の名が再び口にされることはない。」
エレミヤ自身迫害され、無視されるにですが、自らを羊にたとえます。
6 ヨハネ黙示録５章以下では、小羊が出てきますが、これはイエス・キリストを表わしていることは確かです。

　
ところで、洗礼者ヨハネは、以上のうちのどれを念頭においてイエスを指ざし、これこそ｢神の小羊｣と言ったのでしょうか。わたしは、どれかに限定するのではなく、ヨハネは以上のいずれも念頭においていたのではないかとおもいます。それは、洗礼者ヨハネが神の小羊のことを、｢世の罪を取り除く｣と言っているからです。
「取り除く」は、共に担い、そのことで、他者からその重荷を除く、と言う意味もあります。イエス・キリストはそのような方でした。私たち罪人に寄り添い、私たちの罪を取り除き、私たちにもはやさばきを下されることのないようにされた。そのためにキリストは苦難を忍ばなければならなかったと洗礼者ヨハネは証しをしていると理解することができます。

　洗礼者ヨハネはキリストを｢聖霊によって洗礼を授ける方｣と証言します。自分は水で洗礼を授けたとも語ります。洗礼者ヨハネはイスラエルの人々にも悔い改めを求め、罪の洗いを象徴する洗礼を授けました。

　ところで、イエス・キリストは聖書の中で誰かに洗礼を授けたという記録はありません。それどころか、キリストの弟子たちにも、１２人を派遣するとき（ルカ９章）、７２人を派遣するときも（ルカ１０章）弟子たちに洗礼を授けよと命じてはおられません。するとヨハネの預言は何を意味するのでしょうか。答はマタイ２８：１８－２０にあります。「イエスは、近寄って来て言われた。「わたしは天と地の一切の権能を授かっている。だから、あなたがたは行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子と聖霊の名によって洗礼を授け、あなたがたに命じておいたことをすべて守るように教えなさい。わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。」
キリストは十字架と復活のわざを終えて天に上って行かれるときに、このように命じられました。父と子と聖霊の名によって洗礼を授けよ。この洗礼は、聖霊の名によります。聖霊の名前だけ語られると言う意味ではなく、聖霊と特別な関わりが成り立つ洗礼だと言うことです。
これが聖霊による洗礼を指していると思います。それは単なるきよめのしるしではなく、聖霊ご自身が働かれるような場としての、それが起きる機会としての洗礼を指しています。この点で決定的に洗礼者ヨハネの洗礼と異なります。
　洗礼者ヨハネは、自分の洗礼がとても及ばない、大きな祝福を伴う洗礼をキリストが実行すると語っています。キリストは罪の贖いのために自らを犠牲とする十字架の上に上られ、そして、死に対する勝利を決定的にするために墓からよみがえられました。この後でなされる洗礼は聖霊による洗礼にほかなりません。罪の穢れが全く洗い流され、死という罪の報酬はもはやない、大きな特権を含む洗礼こそ、キリストの弟子たちは全世界で行うべき、聖霊による洗礼であったのです。ヨハネはこれを証ししています。

　そして、洗礼者ヨハネは、ここで、キリストを｢神の子｣と語ります。これこそ重大な証言です。
ユダヤ人の信仰は、神と人間の隔絶にあります。神ははるかに高きにいます方であっての人間など及ぶところではない。神と人とは決して共通点などないのです。ところが、神の子とは、神のことです。神の子を超人的な、しかし人間にすぎない英雄にさして語る場合がありますが、ここではそんな潤色は全然ありません。文字通り、キリストは神の子、神ご自身と証しされています。
　キリストは私たちと全く変わらない人であり、そのために、私たちに代わって犠牲となることがおできになります。しかし、また、このキリストは神の子ご自身、つまり神であったと洗礼者ヨハネは証言しています。
　洗礼者ヨハネの証言は偉大ですが、その意義は彼がこの証言者の最初であったと言うところにあります。ほかの人々、弟子すらこのことを理解していませんでした。ヨハネはキリストが公的は働きを開始するときにすでにこの真実を知っていたのです。どこで知ったのか、それは彼が特別に神から啓示されたとしか言えません。

　このように、語る洗礼者ヨハネの証言は、これで終りではありません、ヨハネの福音書は以上の証言をさらに展開する内容の福音書であることを私たちは理解しなければなりません。順次、そのことを学んで行きたいと思います。(おわり)
